
アプリケーションノート

R01AN0411JJ0101 Rev.1.01 Page 1 of 15
2011.04.28

1. 要約
この資料では、リセット要因判別レジスタを使用し、リセットの種類を判別する応用例を示します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコンでの利用に適用されます。

• マイコン : M16C/63,64A,64C,65,65C,6Cグループ

本アプリケーションノートは、上記グループと同様のSFR(周辺機能制御レジスタ )を持つM16Cファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでマニュアルで確認し

てください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は十分な評価

を行ってください。
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3. リセット
表 3.1にリセットの種類を、図 3.1にリセット要因判別レジスタを、表 3.2にリセット後のRSTFRレジス

タのビットの値を示します。

図 3.1 リセット要因判別レジスタ

表 3.1 リセットの種類

リセットの名称 要因

ハードウェアリセット RESET端子の入力電圧が “L”
パワーオンリセット VCC1の上昇

電圧監視0リセット VCC1の下降 (監視電圧：Vdet0)
電圧監視1リセット VCC1の下降 (監視電圧：Vdet1)
電圧監視2リセット VCC1の下降 (監視電圧：Vdet2)
発振停止検出リセット メインクロック発振回路の停止を検出

ウォッチドッグタイマリセット ウォッチドッグタイマのアンダフロー

ソフトウェアリセット PM0レジスタのPM03ビットに“1”を書く

CWR ／コールド ウォームスタート判定フラグ

0: コールドスタート
1: ウォームスタート

リセット要因判別レジスタ (RSTFR)0
b7 b0

HWR ハードウェアリセット検出フラグ

0: 未検出
1: 検出

SWR ソフトウェアリセット検出フラグ

0: 未検出
1: 検出

DWR ウォッチドッグタイマリセット検出フラグ

0: 未検出
1: 検出

LVD1R 電圧監視1リセット検出フラグ

0: 未検出
1: 検出

LVD2R 電圧監視2リセット検出フラグ

0: 未検出
1: 検出

OSDR 発振停止検出リセット検出フラグ

0: 未検出
1: 検出

ー 予約ビット

書く場合は“0 。”を書いてください 
、 。読んだ場合 その値は不定 
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表 3.2 リセット後のRSTFRレジスタのビットの値

リセット RSTFRレジスタのビット

OSDR LVD2R LVD1R WDR SWR HWR CWR
ハードウェアリセット 変化しない 0 0 0 0 1 変化しない

パワーオンリセット 0 0 0 0 0 0 0
電圧監視0リセット 0 0 0 0 0 0 0

電圧監視1リセット 0 0 1 0 0 0 変化しない

電圧監視2リセット 0 1 0 0 0 0 変化しない

発振停止検出リセット 1 0 0 0 0 0 変化しない

ウォッチドッグタイマリセット 0 0 0 1 0 0 変化しない

ソフトウェアリセット 0 0 0 0 1 0 変化しない
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4. 応用例
RSTFRレジスタCWRビットは、パワーオンリセットと電圧監視0リセット時に“0”に初期化されます。そ

の他のリセットの場合は変化しません。CWRビットを利用し、コールドスタートとウォームスタートの判

定を行います。

また、test_bssセクションを設定し、使用する変数を配置します。test_bssセクションはコールドスタート

時のみRAMクリアします。本サンプルコードでは、test_bssセクションを000400h番地に配置しています。

図 4.1に応用例のセクション配置例を示します。

図 4.1 応用例のセクション配置例

SFR領域

000000h

000400h
test_bss_NO

FirmRam_NE

data_SO

bss_NE
data_NO

data_SE

bss_NO

data_NE

bss_SE

bss_SO

test_bss_NE
000402h

サンプルコード用にセクションを追加

ファームウェア用RAM(E8aで使用)

標準で生成されるセクション
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4.1 応用例の動作

CWR ビットを確認し、コールドスタート時は test_bss セクションの RAM クリアを行います。その後、

リセット回数とRSTFRレジスタの値をポートに出力します。

図 4.2にメインプログラムのフローチャートを示します。

図 4.2 メインプログラムのフローチャート

main

mcu_init()
CPU初期設定

peripheral_init()
周辺機能初期設定

ram_clear()
RAMクリア

RSTFR_OUTPUT ← rstfr リセット要因判別レジスタの値をポートに出力

RESET_TIMES_OUTPUT
← reset_times リセット回数をポートに出力

、コールドスタートの場合 test_bssセクショ
ンのRAMクリア(リセット回数のクリア)

メインクロック分周なしに設定

、リセット要因判別レジスタの値と 
リセット回数を出力するポートの初期設定

cwr ← “1” ウォームスタートに設定

reset_times ++ リセット回数 + 1

コールドスタート?

YES( cwr = “0” )

NO( cwr = “1” )

リセット発生待ち
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4.2 セクションの設定方法

通常、初期値を持たない変数を宣言すると、コンパイラがbss_NO、bss_NEセクションに配置し、ゼロ

クリアします。本サンプルコードでは、ユーザーが作成した test_bssセクションに使用する変数を配置し

ます。

ここでは、セクションの設定方法について説明します。セクションについての詳しい説明は、Cコンパ

イラユーザーズマニュアルを参照してください。

セクションを表すセクション名は、セクションベース名とその属性により、図 4.3で構成されます。

図 4.3 セクション名

表 4.1にセクションベース名を、表 4.2に属性を示します。

スタートアッププログラムで以下のようにRAMクリアを行っています。

• データのnear領域の初期化

bss_NE、bss_NO、bss_SE、bss_SOセクションをゼロクリアします。

また、初期値が格納されたROM領域 (data_NEI、data_NOI、data_SEI、data_SOI)の初期値を

RAM領域 (data_NE、data_NO、data_SE、data_SO)に転送する処理を行います。

• データの far領域の初期化

bss_FE、bss_FO セクションをゼロクリアします。

また、初期値が格納されたROM領域 (data_FEI、data_FOI)の初期値を

RAM領域 (data_FE、data_FO)に転送する処理を行います。

表 4.1 セクションベース名

セクションベース名 内容

data 初期値のあるデータを格納します。

bss 初期値のないデータを格納します。

rom 文字列、#pragma ROM、const修飾子で指定されたデータを格納します。

表 4.2 属性

属性 意味 対象セクションベース

I データの初期値を保持するセクション data
N / F / S N near属性 data、bss、rom

F far属性

S SBDATA属性 data、bss
E / O E データサイズが偶数 data、bss、rom

O データサイズが奇数

セクションベース名_属性
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4.3 HEWでのセクションの設定方法

HEWでのセクションの設定方法を示します。以下の方法の場合、ワークスペースを作成する際に、プ

ロジェクトタイプ「C source startup Application」を選択する必要があります。

本サンプルコードでは test_bssセクションは設定済みです。

(1) マップウィンドウを表示させます。メニューの「表示」から「マップ」を選択してください。

(2) マップ種別の選択で「Map Section Information」を選択してください。

同様の手順で「Map Symbol Information」も選択してください。
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(3) 「編集モードボタン」を押して、セクション名を編集します。

編集モードボタン
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(4) 「セクション追加ボタン」を押して、「test_bss_NO」を追加してください。

セクション追加ボタン
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(5) 同様の手順で、「test_bss_NE」を追加してください。

セクション追加ボタン
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(6) 「編集モードボタン」を押して、変更したリンカセクション情報を確定してください。

編集モードボタン
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(7) test_bss_NE,test_bss_NOセクションが配置されます。
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(8) プログラムで test_bssセクションに変数 reset_timesを配置します。

図 4.4に変数を test_bssセクションに配置する方法を示します。

図 4.4 変数を test_bssセクションに配置する方法

#pragma SECTION宣言以降に記述された初期値のない変数は、test_bssセクションに配置されます。

図 4.5に変数の宣言場所によるセクション配置例を示します。

図 4.5 変数の宣言場所によるセクション配置例

#pragma SECTION bss test_bss
unsigned char reset_times;

int i;        ⇒ bssセクションに配置されます

#pragma SECTION bss test_bss ⇒ これ以降に記述される初期値のない変数(bssセクションに配置される
           変数)をtest_bss 。セクションに配置します 

int j;        ⇒ test_bss 。セクションに配置されます 
int k=10;        ⇒ 初期値のある変数はdata 。セクションに配置されます 
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(9) ビルドすると、test_bss_NOセクションに変数 reset_timesが配置されます。
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5. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

本サンプルコードでは、以下のバージョンのツールを使用して作成しています。

HEWのバージョン：4.08
NC30のバージョン：5.45.01

6. 参考ドキュメント
M16C/63 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/64A ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/64C ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
M16C/65 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/65C ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
M16C/6C ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

M16Cシリーズ、R8Cファミリ用 Cコンパイラパッケージ　V.5.45
Cコンパイラユーザーズマニュアル　Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

1.00 2009.09.30 − 初版発行

1.00 2011.04.28 − デバイス追加　M16C/64C,M16C/65C

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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